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日
光
、
日
静
両
上
人
を
偲
ぶ

七
回
忌
と
取
り
越
し
四
十
三
回
忌
の
法
要
厳
か
に

身
延
別
院
先
代
の
藤
井
日
光
上
人
（
妙
道
院
日
光
上
人
）
の
七
回
忌
と
、
先
々
代
の

藤
井
日
静
上
人
（
一
乗
院
日
静
上
人
）
の
取
り
越
し
四
十
三
回
忌
の
法
要
が
八
月
二
十

四
日
、
別
院
本
堂
で
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

日
光
上
人
は
明
治
四
十
二
年
二
月
、
山
梨
県
中
巨
摩
郡
の
泉
能
寺
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
大
正
十
一
年
二
月
、
十
四
歳
の
と
き
に
父
教
仁
（
日
静
上
人
）
を
師
と
し
て
得
度

し
ま
し
た
。
昭
和
十
二
年
三
月
、
二
十
九
歳
で
立
正
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
。

昭
和
十
七
年
四
月
、
三
十
四
歳
で
京
都
満
願
寺
の
住
職
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
昭
和
三
十
四
年
二
月
、
五
十
一
歳
で
身
延
別
院
の
住
職
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
身
延
八
十
六
世
に
な
ら
れ
た
日
静
上
人
に
随
行
し
て
ハ
ワ
イ
巡
教
に
臨
む
な
ど

精
力
的
に
活
躍
を
続
け
ま
し
た
。
同
四
十
八
年
十
一
月
、
六
十
五
歳
で
能
登
滝
谷
本
山

妙
成
寺
貫
主
に
。
平
成
二
年
四
月
、
八
十
二
歳
で
身
延
山
久
遠
寺
総
務
に
就
任
。
同
十

一
年
五
月
に
は
身
延
山
久
遠
寺
九
十
一
世
と
し
て
入
山
さ
れ
ま
し
た
。
同
十
八
年
九
月

二
十
一
日
、
久
遠
寺
水
鳴
楼
で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
八
歳
で
し
た
。

日
静
上
人
は
明
治
十
二
年
十
月
、
東
京
・
神
田
錦
町
の
薪
炭
問
屋
の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
八
年
、
二
十
七
歳
で
山
梨
県
中
巨
摩
郡
の
妙
太
寺
、
三
十
一

歳
で
泉
能
寺
の
住
職
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
十
二
年
、
四
十
五
歳
で
京
都
満
願
寺
の
住

職
、
そ
し
て
昭
和
十
七
年
四
月
、
六
十
四
歳
で
身
延
別
院
の
主
管
と
な
り
ま
し
た
。
戦

後
の
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
身
延
山
総
務
に
就
任
。
同
三
十
四
年
七
月
、
八
十
一
歳
で

身
延
山
久
遠
寺
八
十
六
世
と
し
て
入
山
さ
れ
ま
し
た
。
同
四
十
六
年
十
二
月
二
十
七

日
、
水
鳴
楼
で
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
三
歳
で
し
た
。

法
要
は
午
後
三
時
か
ら
、
千
葉
県
興
津
妙
覚
寺
貫
首
の
堀
水
日
行
猊
下
を
大
導
師
に

営
ま
れ
、
法
要
終
了
後
は
帝
国
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、
「
両
上
人
を
偲
ぶ
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

身延別院本堂で行われた法要
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第
十
五
回

徳
島
県
海
陽
町
・
法
華
寺

今
年
の
五
月
の
大
型
連
休
の
お
り
、
四
国
の
日
蓮
宗

寺
院
を
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
四
国
は
お
遍
路
さ
ん

・
八
十
八
か
所
霊
場
で
知
ら
れ
る
土
地
柄
だ
け
に
、

真
言
宗
の
お
寺
が
た
い
へ
ん
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
に
比
べ
る
と
、
日
蓮
宗
の
お
寺
は
四
国
全
体
で
も

七
十
七
か
寺
し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
ち
な
み
に
東
京
都

内
は
三
百
六
十
七
か
寺
、
日
蓮
聖
人
の
生
誕
地
・
千

葉
県
は
五
百
五
十
四
か
寺
）
。

「
願
満
」
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
、
徳
島
県
海
陽
町
に
あ
る
法
華
寺
と
い
う
お
寺
で

す
。
徳
島
県
と
い
っ
て
も
、
高
知
県
と
の
県
境
に
近

い
地
域
で
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
海
部
（
か
い
ふ
）
駅
か

ら
徒
歩
十
五
分
。
鞆
浦
（
と
も
の
う
ら
）
と
呼
ば
れ

る
漁
師
町
の
一
番
奥
ま
っ
た
高
台
に
お
寺
は
あ
り
ま

し
た
。
私
が
寺
務
所
を
訪
ね
て
い
く
と
、
ご
住
職
が

応
対
し
て
く
だ
さ
り
、
法
華
寺
に
奉
安
さ
れ
て
い
る

日
蓮
聖
人
像
に
つ
い
て
熱
心
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。そ
れ
に
よ
る
と
、
日
蓮
聖
人
が
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ

て
い
た
と
き
、
海
中
か
ら
光
を
放
つ
梅
の
霊
木
を
感

得
さ
れ
、
お
弟
子
さ
ん
に
よ
り
、
そ
の
霊
木
か
ら
三

躰
の
祖
師
像
が
造
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
う

ち
の
一
躰
が
阿
波
八
万
村
（
現
在
の
徳
島
市
）
に
ま

つ
ら
れ
、
法
華
寺
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
天
正
五

年
（
一
五
七
七
年
）
の
戦
火
で
お
堂
は
焼
失
、
祖
師

像
は
川
に
投
げ
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
正

十
六
年
に
数
十
キ
ロ
も
離
れ
た
鞆
浦
の
海
中
か
ら
祖

師
像
が
発
見
さ
れ
、
法
華
寺
は
文
禄
元
年
（
一
五
九

二
年
）
に
現
在
地
に
遷
さ
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
古

く
か
ら
「
海
部
の
お
そ
っ
さ
ま
」
「
鞆
の
日
蓮
さ

ん
」
な
ど
と
親
し
ま
れ
、
現
在
も
日
蓮
聖
人
の
御
霊

が
宿
る
「
生
身
」
の
お
像
と
し
て
人
々
に
信
仰
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
当
に
熱
く
語
る
ご
住
職
で
、
私
は
時
間
が
た
つ
の

も
忘
れ
て
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

に
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
ご
住
職
が
話
し
た

の
で
す
。
「
今
は
徳
島
県
の
小
さ
な
町
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
若
い
こ
ろ
は
東
京
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
よ
。
小
伝
馬
町
に
身
延
別
院
と
い
う
お
寺

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
み
な
が
ら
学
問
に
励
ん
だ
の

で
す
」
と
。
私
（
平
山
）
は
自
分
が
身
延
別
院
に
通

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ひ
と
言
も
話
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
な
の
に
「
身
延
別
院
」
の
名
称
が
ご
住
職

の
口
か
ら
語
ら
れ
た
の
で
、
本
当
に
驚
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
目
に
見
え
な
い
つ
な
が
り
と
い
う
も
の

を
、
こ
れ
ほ
ど
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
平
山
徹
・
新
聞
記
者
）

「生身」のお祖師様をまつる法華寺の祖師堂
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身
延
別
院
本
堂
で
八
月
二
十
四
日
に
営
ま
れ
た
身
延
別

院
先
代
の
藤
井
日
光
上
人
（
妙
道
院
日
光
上
人
）
の
七
回

忌
と
、
先
々
代
の
藤
井
日
静
上
人
（
一
乗
院
日
静
上
人
）

の
取
り
越
し
四
十
三
回
忌
の
法
要
に
は
、
身
延
山
久
遠
寺

総
務
の
井
上
日
修
猊
下
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
の

皆
さ
ん
が
参
列
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
檀
信
徒
と
し
て
、
鈴
木
章
夫
さ
ん
、
戸
張
法
行
さ

ん
、
沼
田
有
市
さ
ん
、
小
桧
山
和
子
さ
ん
、
藤
野
孚
正
さ

ん
、
青
山
芳
江
さ
ん
、
今
井
泰
之
さ
ん
ら
総
代
・
世
話
人

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
上
遠
野
美
津
子
さ
ん
、
佐
藤
美
保
子

さ
ん
、
今
井
善
子
さ
ん
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

法
要
は
た
い
へ
ん
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
終
了
後
、
主
催
者
と
し
て
当
院
住
職
が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
法
要
の
参
列
者
は
、
当
院
か

ら
、
「
両
上
人
を
偲
ぶ
会
」
会
場
の
あ
る
帝
国
ホ
テ
ル
へ

移
動
し
ま
し
た
。

「
両
上
人
を
偲
ぶ
会
」
は
僧
俗
約
百
六
十
人
が
集
い
、

午
後
五
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
お
題
目
を
三
唱
し
た

後
、
身
延
山
総
務
の
井
上
猊
下
、
法
要
で
大
導
師
を
務
め

た
興
津
妙
覚
寺
貫
首
堀
水
日
行
猊
下
、
外
山
寛
穂
江
信
会

会
長
か
ら
、
両
上
人
を
偲
ぶ
お
話
を
い
た
だ
き
、
東
京
東

部
宗
務
所
長
の
田
村
宏
順
僧
正
の
音
頭
で
献
杯
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
も
小
林
順
光
・
東
部
選
出
宗
会
議
員
を
は
じ

め
、
駒
野
教
源
・
日
蓮
宗
宗
会
議
長
、
阿
部
是
秀
師
な
ど

の
皆
さ
ま
か
ら
二
人
の
上
人
を
偲
ぶ
言
葉
の
数
々
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
上
人
の
写
真
と
年
譜
を
載
せ

た
動
画
を
上
映
、
最
後
に
、
当
院
総
代
の
鈴
木
章
夫
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
、
続
い
て
当
院
住
職
が
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
て
「
偲
ぶ
会
」
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

「偲ぶ会」出席のお

上人方。挨拶は井

上総務猊下（上）

会場に設置された

両上人の曼荼羅と

写真（下右）

各テーブルに挨拶

する住職と副住職

（下左）
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「偲ぶ会」では、両上人の歩みをまとめたスライドが映し出されました。宗門の繁栄に尽

力された二人の姿を見て、会場の出席者のなかには、当時を懐かしく思い起こし、語り合う

人も多かったようです。会場で上映されたスライドの一部をここに紹介しましょう。

別院寒修行。前か

ら二人目が日静上

人（右上、昭和32

年1月）

別院お会式（右

下、昭和52年11

月）

富士山経ヶ岳へ宝

塔建立（左、昭和

58年7月20日）

世界連邦大会

出席、北米、

カナダ親教歓

送会。別院地

下ホール。前

列中央が日静

上人、その右

隣が日光上人

（昭和40年）

ハワイ真珠湾追悼会。左端日光上人、右端日静

上人（昭和38年12月）
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富
士
山
経
ヶ
岳
を
団
参

富
士
山
経
ヶ
岳
大
祭
が
七
月
二
日
に
営
ま
れ
、
身
延
別

院
か
ら
藤
井
教
瑞
師
、
河
野
信
成
師
と
檀
信
徒
さ
ん
ら

計
五
人
が
団
参
に
訪
れ
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
が
、
文
永
六
年
（
一
二
六
九
年
）
の
夏
、
富

士
山
麓
に
住
む
塩
谷
平
内
左
衛
門
の
案
内
に
よ
り
、
富

士
山
の
中
腹
五
合
五
勺
の
地
を
訪
れ
、
法
華
経
に
よ
る

天
下
太
平
・
国
土
安
穏
を
願
い
、
み
ず
か
ら
書
写
さ
れ

た
法
華
経
を
埋
経
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
が
経
ヶ
岳
で

す
。
「
宗
祖
埋
経
霊
場
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
、
塩
谷
家
が
こ
の
地
を
守
っ
て
き
ま
し
た

が
、
廃
仏
毀
釈
な
ど
を
経
て
荒
廃
寸
前
と
な
り
ま
し

た
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）
、
身
延
別
院
の

初
代
住
職
、
藤
井
日
静
上
人
（
後
の
身
延
山
八
十
六

世
）
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
富
士
山
麓
鉄
道
（
現
在
の
富

士
急
行
）
社
長
、
堀
内
一
雄
氏
と
と
も
に
霊
跡
の
復
興

計
画
に
着
手
、
翌
年
に
は
常
唱
殿
を
建
立
し
ま
し
た
。

以
後
、
経
ヶ
岳
は
身
延
別
院
第
二
世
、
藤
井
日
光
上
人

（
後
の
身
延
山
九
十
一
世
）
、
身
延
別
院
第
三
世
（
現

住
職
）
に
受
け
継
が
れ
、
代
々
守
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
に
そ
の
管
理
・
運

営
を
身
延
山
久
遠
寺
に
受
け
渡
し
ま
し
た
。
現
在
で
は

久
遠
寺
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
身
延
山
よ
り
布
教
部

長
、
布
教
部
の
各
上
人
、
僧
道
実
修
生
、
各
地
か
ら
有

縁
の
各
上
人
、
檀
信
徒
さ
ん
ら
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

常
唱
殿
で
お
自
我
偈
や
お
題
目
を
唱
え
ま
し
た
。

本
堂
で
施
餓
鬼
大
法
要

身
延
別
院
の
盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼
大
法
要
が
、
七
月
十
六

日
午
後
一
時
か
ら
、
本
堂
で
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

お
盆
（
盂
蘭
盆
会
）
の
送
り
火
の
日
に
行
っ
て
い
る
恒

例
の
行
事
で
す
。

今
年
は
檀
信
徒
六
十
余
人
が
本
堂
に
集
い
、
全
員
で
提

婆
達
多
品
、
お
自
我
偈
、
お
題
目
な
ど
を
唱
え
、
ご
先

祖
を
は
じ
め
、
有
無
両
縁
の
諸
精
霊
を
供
養
し
ま
し

た
。さ

ま
ざ
ま
な
願
い
短
冊
に

身
延
別
院
で
七
月
七
日
、
七
夕
祈
願
を
行
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
寺
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
始
め
た
行
事

で
す
。
今
年
は
七
月
四
日
に
本
堂
前
に
笹
竹
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
の
書
か
れ
た
短
冊
が

た
く
さ
ん
つ
る
さ
れ
ま
し
た
。

霧に包まれる中、厳かに法要が営まれました

富士山経ヶ岳を参拝した檀信徒の皆さん



鰻
供
養
放
生
会

鰻
供
養
放
生
会
が
六
月
二
日
、
本
堂
で
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
放
生
会
は
、
日
本
橋
地
区
の
う
な
ぎ
の
蒲
焼
の
老

舗
・
名
店
で
つ
く
る
日
本
橋
蒲
焼
商
組
合
が
施
主
に
な

り
、
鰻
や
淡
水
魚
に
対
し
、
日
頃
の
感
謝
、
供
養
の
意

味
を
込
め
て
実
施
し
て
い
る
法
要
で
す
。
当
院
先
代
の

日
静
上
人
が
昭
和
二
十
六
年
六
月
三
日
に
営
ん
だ
の
が

始
ま
り
で
す
。

組
合
の
皆
さ
ん
は
本
堂
で
法
要
を
行
っ
た
後
、
境
内
に

あ
る
「
鰻
塚
」
の
前
で
焼
香
を
し
ま
し
た
。
鰻
塚
は
、

組
合
傘
下
の
十
八
の
店
が
昭
和
五
十
八
年
四
月
三
日
に

建
立
し
た
供
養
塔
で
す
。
焼
香
の
後
、
組
合
の
皆
さ
ん

は
日
本
橋
川
ま
で
移
動
し
、
鰻
を
放
流
し
ま
し
た
。

今
年
は
中
止

お
稚
児
さ
ん
行
列

身
延
別
院
で
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
る
お

会
式
で
、
お
稚
児
さ
ん
行
列
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
十
思
ス
ク
エ
ア
が
工
事
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

ー
ム
が
使
え
ず
、
お
稚
児
さ
ん
の
支
度
場
所
が
確
保
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
お
稚
児
さ
ん
の
募
集
は
行
わ

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
会
式
で
本
堂
の
内
外
に
飾
り
付
け
る
花
の

製
作
を
十
月
二
十
、
二
十
一
日
に
行
い
ま
す
。
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
住
職
が
被
災
地
に
義
援
金
届
け
る

当
院
の
藤
井
教
祥
副
住
職
が
七
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
間
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
と
宮
城
県
女

川
町
を
訪
れ
、
仮
設
住
宅
の
自
治
会
な
ど
に
義
援
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

陸
前
高
田
市
に
は
、
当
院
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
岩
手

県
遠
野
市
法
華
寺
の
阿
部
是
秀
上
人
が
主
宰
し
て
い
る

法
華
の
道
場
（
高
田
道
場
）
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
震
災
で
全
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
民
家
を

借
り
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
副
住
職
は
こ
の
道
場
を
拠

点
と
し
て
陸
前
高
田
市
内
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
同
市
の
広
田
町
公
民
館
再
建
費
と
し
て
広

田
町
自
治
会
長
に
十
万
円
、
竹
駒
保
育
園
に
十
万
円
を

手
渡
し
ま
し
た
。
当
院
が
こ
れ
ま
で
に
届
け
た
義
援
金

は
こ
れ
で
約
六
十
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
現
在
も
義
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の
義
援
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
被
災
地
支
援
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
殊
に
、
毎
回
多
額
の
寄

付
を
し
て
く
だ
さ
る
高
円
寺
の
Ｏ
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

九
月
一
日
（
土
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

大
黒
天
祭
礼

午
後
二
時
よ
り

十
九
日
（
水
）
～
二
十
五
日
（
火
）
秋
季
彼
岸
会

二
十
二
日
（
土
）
総
武
霊
園
な
ら
び
に
永
代
供
養
墓

彼
岸
法
要

二
十
五
日
（
火
）
彼
岸
会
施
餓
鬼
法
要

午
後
一
時
よ
り

十
月
一
日
（
月
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

十
九
日
（
金
）
、
二
十
日
（
土
）

青
年
会
べ
っ
た
ら
市
出
店

二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日
（
日
）

お
会
式
花
づ
く
り

十
一
月
一
日
（
木
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

三
日
（
土
）
宗
祖
報
恩
会
式

今
回
は
、
八
月
二
十
四
日
に
営
ま
れ
た
、
当
院
先
代

妙
道
院
日
光
上
人
の
七
回
忌
法
要
と
当
院
先
々
代
住
職

一
乗
院
日
静
上
人
の
取
り
越
し
四
十
三
回
忌
法
要
を
収

録
す
る
た
め
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
充
実

し
た
紙
面
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
（
平
山
）

平成２４年（２０１２年）９月 願 満（年３回発行）

今
後
の
予
定

編
集
後
記

副住職らが見守る中、焼香をする組合の皆さん



平成２４年（２０１２年）９月 願 満（年３回発行）

身
延
別
院
が
現
在
建
っ
て
い
る
場
所
は
、
江
戸
時
代
の

三
百
年
間
、
小
伝
馬
町
牢
屋
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で

す
。
明
治
時
代
と
な
っ
て
か
ら
も
、
牢
屋
跡
に
は
だ
れ
も

住
む
者
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
亡

霊
を
法
華
経
で
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
、
明
治
十
五
年
に
祖
師

堂
を
建
立
し
た
の
が
当
院
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
伝
馬
町

牢
屋
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
八
月
十
、
十
一

の
両
日
、
見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

中
央
区
教
育
委
員
会
の
発
表
資
料
に
よ
る
と
、
正
式
な

遺
跡
名
は
「
伝
馬
町
牢
屋
敷
跡
遺
跡
」
。
牢
屋
敷
は
、
徳

川
家
康
の
入
府
当
初
の
天
正
十
八
、
十
九
年
頃
は
今
の
日

本
銀
行
あ
た
り
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
伝
馬
町
に
移
転

し
た
の
は
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
八
年
）
頃
か
ら
と
い
わ

れ
、
そ
の
後
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
牢
屋
敷
で
あ
っ
た
土

地
で
す
。
こ
の
間
、
実
に
十
六
回
も
の
火
災
に
遭
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
を
迎
え
、
東
京
府
の
所
管
と
な
り
、
明
治
八

年
（
一
八
七
五
年
）
五
月
、
囚
人
を
市
ヶ
谷
監
獄
に
移

し
、
牢
屋
敷
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
年
）
ま
で
に
は
身
延
別
院
の
ほ
か
、
十
思
小
学
校

用
地
に
な
り
ま
し
た
。

遺
跡
の
場
所
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
の
関
東

大
震
災
を
経
て
、
現
在
の
か
た
ち
の
十
思
小
学
校
に
な
り

ま
し
た
。
遺
跡
の
発
掘
で
新
た
に
わ
か
っ
た
の
は
、
縦
横

に
走
る
上
水
道
と
石
垣
で
し
た
。

特
に
上
水
道
は
次
々
に
発
見
さ
れ
、
少
な
く
と
も
九
筋

の
上
水
道
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
外
部
と
ほ
ぼ
遮
断
さ
れ

た
牢
屋
敷
内
で
は
水
の
確
保
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
中
か
ら
姿
を
現
し
た
石

垣
は
、
直
接
的
に
牢
屋
敷
内
の
区
割
り
を
示
す
貴
重
な
発

見
に
な
り
そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
の
牢
屋
敷
が
発
掘
さ
れ
る
の
は
初
の
事
例

で
、
全
国
的
に
見
て
も
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
牢
屋
敷
の

発
掘
調
査
は
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
伝
馬
町
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
人
に
は
、
平
賀
源

内
（
一
七
二
八
～
一
七
七
九
）
、
鼠
小
僧
次
郎
吉
（
一
七

九
七
～
一
八
三
二
）
、
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
～
一
八
五

九
）
、
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
～
一
八
六
四
）
と
い
っ

た
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝馬町牢屋敷跡遺跡の見学会に訪れた人々。

身延別院本堂の屋根も見える

上水道の跡が次々に発見され、発掘担当者を

驚かせた。四角い箱は上水桝

発掘現場をのぞき込む人たち 出土物を熱心に見る人たち

※「檀信徒さん登場」休みました


